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電源開発株式会社西東京変電所納

15d′000kVÅ 制 振 変 圧 器

156,000kVA Three-Phase Transformer with Controsurge Shield

小 川

内 容 梗 概

電源開発株式会社西東京変電所納275kV156,000kVA三祁変圧器2台が日立製作所において完成

L′,現地据付も完了した｡この変圧器は東洋第一の大容量器であるのみならず,世界でも屈指のもので

ある｡この変圧器の製作に当っては九州電力上椎葉発電所納135,000kVA変圧器はじめ,多くの大容

量変圧器の製作経験を十分に取り入れるとともに,電磁模型,外観模型などにより慎重に事前検討を加

え,制振遮蔽方式による衝撃電圧特性の改善,窒素循環式乾燥法による絶縁物劣化防止,コロナ防止,

現地組立の簡易化など幾多の改善がなされたほか,現地におけ

いてはこれらの概要を紹介する｡

Ⅰコ 緒 ~喜`

電源開発株式会社西東京変電所納275

kV156,000kVA(等価容量)三相変圧

器2台が最近日立製作所i･こおいて完成し,

現地据付ならびに現地における軌撃電尤

試験も:_7こ了した｡

事変性器tま佐久｢耶巨竜所からの電力の

束
}｣

榔電受 用されるもので,東洋第

ーの大容量変止器であるとともに世界で

も屈指のものである｡

この変疋器は,一昨年完成した九州電

力上椎葉発電所納135,000kVA変圧器

(1)をてまじめ,多くの 址変圧器の製作

圧電撃衝る 験が実施された｡本文にお

毅串

経験を十分に顆り入れるとともに,新し

い試みをも加えて製作した｡

木器の仕様は下記の通りである｡

一次120,000kVA
F275-R262･5-F250kV 人

絶縁階級 経路端子 200号

中性た端子 30号

二次132,000kVA

沃 60,000kVA

147kV

絶縁階級

12.6kV

絶縁階級

相 50′ヽ 送油風冷式 内鉄型

人

140号

∠ゝ

20号

こⅠⅠ〕内 部 構 造

巻線は内側から低圧,中圧,高圧の順に配置され,

旺一巻綿こま高さの方向の中央部から経路端子を出し,上下

巻線は 列に使用され中性点側にタップを設けてある｡

この構造は儒西電力成出発電所納80,000kVA(等価容

量)変圧器(2)以来 高圧大容量変圧器の標準設計となっ

日立製作所日立国分分工場

第1図156,000kVA 圧 器

Fig.1.156,000kVA Transformer

275～250/147/12.6kV Three-Phase Forced-

OiトCooled with Forced-Air Cooler

ているものである｡

高圧および中圧巻繰には衝撃電圧に対する特性のすぐ

れている制振遮蔽を施し,また茶2図(次頁参照)に示

すように,あらかじめ実物と寸法比1/′5の電磁模型を製

作し詳細にその衝撃電圧特性を検討してから実物の製作

を行った｡

制振遮蔽についてはすでに紹介してある(1)(3)通り,コ

イル導体間に 蔽用導体を巻き込みその問の静電容量を

遮彼容量として利用するもので,簡単にして効果の大き

い静電遮蔽方式である｡昭和29年以来100kV以上の巻

線にはすべて制振遮蔽を実施し,その総容量は2,000,000

kVAにおよんでいる｡

衝撃電圧印加の際にタップに発生する異常電圧は変圧

器の設計にあたって考

に衝
ホ安
･l･

(1)

すべき重要な問題である｡一般

圧印加時にタップにあらわれる電圧は,

主巻線よりの電磁誘導分
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第2国 電 磁 枝 幸型 変 圧 器

Fig.2.ElectromagneticModelof

156,000kVA Transformer
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第3図 タ ッ プ 共 振 特 性

Fig.3.Tap Voltage Characteristic

(2)タップ巻線部分の共振によるもの

よりなる｡タップ聞異常電圧を抑制するには(1)より

主巻線の内部電位振動を抑制することが肝要で,そのた

めには制振遮蔽を施すことが最善の方法である｡

また(2)のタップ共振を避けるためにもタップ部分に

制振遮 を施し,かつ簡単な遊びコイルありの構造を採

用することによりタップ巻線の共振選択率を′卜さくする

ことが効果的である｡苗3図t･封司一のタップ電圧を有す

る遊びコイルのある開路式タップと,遊びコイルのない

閉路式タップとを有する巻線について,巻線端子より各

周波数の電圧を印加した場合にタップに発生する電圧を

示したものである｡これより閉路式の方が電圧が小さ

く,共振選択率も小さいことがわかる｡また第4図に示

すようにタップ巻線に制振遮蔽を施した場合ほ開閉両方
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第4図･制揖遮蔽を施した場合のタップ共振特性
Fig.4.Tap Voltage Characteristic on

Controsurge Shielded Winding

式ともに著しくタップ問電圧は小さくなるが,この場合

でも閉路式の方が有利である｡

本変圧器においては前に述べたようiこ主巻線のみなら

ずタップ部分二も制振遮蔽を すと｢卯寺に,タップ構造

ほ閉路式を採用してタップ間異常電圧の発生を有効に抑

圧しているっ

巻線の電流容量の大きな場合にほ導体として複導体を

使用しているが(1)(3),本変圧器において:ま芯緯導体3本

の三導体電線を採用して,巻線の占積率の向上に努める

とともこ渦流眉防止･こ効果あらしめた｡

現地組立のための建豪ならびに吊上設帖費を節約する

ために,鉄心こま135,000kVA変圧器の場合(1)と同様な

特殊な構造を採用した｡この方法によればクレーンこま鉄

心一脚を吊りうれば十分で,わずか40tのクレーンで本

変圧器の組立を行うことができた｡

〔ⅠⅠⅠ〕外 部 構 造

木変圧器の外部関係を設計するに際し,縮尺率1ノ/10の

模型を製作してプッシング,冷却器,コンサベーダ,外

函等の形状,配置ならび･こ外部における部分コロナの抑

紳｣のための空間配置をも検討した｡

外函昔台車付底板,[帽l;,下部外函ならびこ上部蓋に

四分割し,トレーラにて輸送を行い現地において組立後

全了‡口熔接を行った｡変圧器の騒音を小さくするために,

外函側壁の各部分の振動共振周波数を振動エネルギの最

も大きい磁歪振動周波数100,200,300サイク/しに共振

しないよう考慮を払った｡



式会社西東京変 所柄156,000kVA制振変圧器

予備厳探時 本体うyl-}送風機う水冷装置うコールドトラップヰy4-}送乳酸う

加熱タンクー}本体

真空乾燥時 本体うV2⇒コールドトラップうV5う真空ポンプ

第5回 乾 燥 方 式 Fig.5.Drying System

〔ⅠⅤ〕乾燥方式の改善

本変圧器は1台は工場において完全に組立てて試験を

行ったが,他の1台は乾燥の繰返しによる劣化を防ぐた

め,工場においては仮組立とし,乾燥注油な行わず現地

において正規の処理を実施した｡

変圧器本体の乾燥は従来初期には加勲§空気を送り,あ

る程度乾燥が進んでから真空にして本乾燥を行う方式が

採用されて たが,予伯乾燥中における酸素による経緯

材料の劣化を防止するため,本変圧器の托燥に際して誉

熱風空気の代りに乾燥加熱した不活性の窒素ガスを相環

させる方式を採用した｡

窒素循環式により絶縁物の特性を損うことなく予備陀

燥を行い,ついで頁空乾燥にはいる｡この場合の乾燥効

果を高めるために第5図に示すように外函内側に永久的

に取り付けられた加熱管およびベース下部の加熱室より

加熱するとともに,頁空ポンプで排気する途中にコール

ドトラップを設けた｡これにより排気ガス中の水分を急

激に凝固せしめて変圧器中身に含まれた水分とタンク中

の水分との分圧差を大きくして,中身よりの水分三反発を

容易迅速にし,乾燥効果を高め,かつ乾燥

日数を著しく短編することができた｡なお

内部加熱管は永久取付型としたので,乾燥

了綾取り外しの必要なく,組立中の中身

露出時間ははなはだしく短縮された｡

〔Ⅴ〕試 験

本変圧器は2台中1号器は工場にて実際

に組立てられ性能試験,絶縁試験など一般

試験のほかにコロナ試験,吸収電f充測定,

騒音測定,移行電圧測定などの特殊試験を

行い,2号器は現地組立のため3,500kV衝

撃電圧発生器を現地に設備して衝撃電圧試

験を行った｡

最高回路 圧の130%の電圧において内

部コロナを発生せぬことの仕様に基いて試

験を行ったが,本変圧器i･ま円形巻線を使用

519

し,また高圧線路端子を巻紙高さの巾央

に持ってくるなどのプブ法を講じてあるの

で,内部ではこの程度の電圧ではコロナ

の発生は全然認められなかった｡なお高

圧プッシングの単独コロナ試験を行い,

線路側のコロナ影響を避けてプッシング

頭部で発生するコロナの大さを測定する

し

､ユー
/､_

暗に可視コロナの発生状況を試験し

ロ定格の130%すなわち写3ミYxl･3=206kV では可視コロナは認められず,

370kV において附属ギャップ上部電極

よりコロナの発生を認めた｡高圧ブッシ

ングに･ニュコロナ防止のためにケージ型シドルドを取りつ

けたが,シールドの有無によるコロナ発生状況を比較す

ることによってシ←ルドの有効なことが認められた｡

〔ⅤⅠ〕結

記録的

盲

高圧大容量器である本変圧器は,過去におけ

舟】験経の作製器量容大の多 根底とし,不断の研究試

作の成果を取り入れ,さらに近代的に一新された生産お

よび試験設備を駆使して製作した〔〉

変圧器は今後ますます大容量化する傾向にあるが,わ

れわれ･製作者て･iさらに

勢をととのえている.二

体の作
‖一く仇諾

の溜圧壌J墨客大圧高

終りにのぞみこの変圧器の製作に当り,多大の御指導

を賜った[†立製作所口立工場変圧器部長谷崎義一氏をは

じめ設計,製作,試験に多大の努~ノJをされた担当の方々

に深甚な感謝の意を する｡
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第6図 現地における衝撃･芯圧試験 Fig･6･ImpulseTestatSite



特 許 と 新 案

最近登録された日立製作所の特許および実用新案 (その1)

(第26頁へ続く)




